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(1) 2010 年３月 21 日３時前後では、2001 年以
降で最も高い SPM 濃度が同時に多くの測定
局で測定された。 
(2) SPM と PM2.5の濃度には、強い正の相関があ
る場合が多く、季節に関係なく連動した挙動
を示す。 
(3) 鹿児島地方の 2016 年の SPM 高濃度事象は、
季節性が見られず、特に冬季の発生回数が少
なかった。 
(4) SPM 及び PM2.5 高濃度事象が局所的に発生





























物の大気環境影響（Effect of volcanic ejecta from 
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